
島根県に於けるアサイワヅタの

成熟季節について

梶 村 光 男*

M. KAJIMURA : On fruiting SE抱鉛nof Caulerpa okamurai WEB. 

v. BOSSE in Shimane Prefecture 

日本産フサイワヅタ (C加 lerpaokamurai WEB. v. BOSSE) 2). 3，の成熟

時期に関しては，川島が1957年に青森県大問弁天島における本種横物の初春に

おける成熟を暗示した以外に明確な報告は未だ見当らなU、。著者は島根県八束

郡美保関町七類湾産の本種植物について1967年8月下旬から翌年 2月下旬に

かけて調査を行なった結果，その成熟時期を知ることが出来たのでここに報告

する。

七類湾は本県における数少ない東方に開口する内湾の一つで，ここを調査

地として選定したのは，特に冬期における北西の季節風の影響を殆ど受けない

ためである。

この稿を草するに当り御指導と校闘を賜わった恩師北海道大学名誉教授時

田郷博士，この研究のために便宜を賜わった島根大学文理学部生物学教室大氏

正己，西上一義両教授に心から感謝の意を表します。

材料と方法

七類湾北岸，猿渡の西方約 350m(35030'21'り45N.L.，133014'11"， 00 

E.L.) の低潮線下約30cmの岩石海底上に，まばらな群落を成して生育するフ

サイワヅタについて1967年8月下旬から翌年2月下旬に至る期間に， 8月25日

は現地における観察のみを行なU¥12月8日， 1月28日及び2月27日は採集と

観察を行なった。 8月25日の調査は潜水して行ない，他の場合はいずれも陸上

から行なった。

肉眼的観察は卵形の葉状部，直立葉状部の主軸校，根茎部及び仮根音sの各
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背sの大きさ ，色彩，分11皮状態などにつu、て行ない，検鋭して trabeculae，色素
休，澱粉粒などのほかに体表における papillae")または孔の形成，遊走剥11胞の

形成および粘質物の体外放出のなどの成熟にともなうものと考えられる現象に

ついても観察した。

trabeculae，色素休， 1，澱粉粒および，i1J17佐和11)1包の形成状態に関する観察は

10%ホルマリン海水で固定した木種j荷物の上記各部を主として解剖針の先で小

)}ーにして行なったが，papilla巴や孔の形成および粘質物の体外放11-¥に関する観

察の場合と同様に上記各部を備えた本極純物の全体標木についても行なった。

全体標本は封入剤室に米を原料とした水飴 (750C)，水道水 (750C)，氷酷酷

をそれぞれ40，57， 3の割合で混じたものを封入剤として封じたもので ，この

封入剤室はスライ ドグラス面にパラフィンで深さ約2mm，長さおよび幅各々約

18mmの枠を作 り，封入後に室の上面をカバーグラスで礎い，さらにパラフィン

でその)，41辺を密封して得たものである。

結果および考察

8月25日に観察の本語1植物では

直立葉状ifiiは普通単条で，同さ約8

mmのものが多く， 11酬を超えるもの

は見当らず ，また卵形葉状部の数は

約8(問のものが多<， 12(闘を超える

ものは見当らなかった。般茎tmは不
規則に分11皮して ，長さ 5-10 cmのも

のが多く ，約15cmのものも見られ，

直立葉状i1Hおよび根茎部は普通鮮緑

色を呈したが，線茎部は音!l分によっ

ては濃緑色を呈したCFig.1)0 12月

8日に観察の標本では ，卵形葉状部

は長f宅約 2.5mm，短径約 1.5mmのも

のが多く ，直立葉状frl¥の主ijj!ll技と恨

茎部および仮根部は各々直径約 1mll1 

および約 0.5mm(Fig. 1)であり ，

仮根部の毛状部は直径約 117μ，長

さ約220μであった。 trabeculaeは直

| 2cm 

Fig. 1. Cauleゆaokamurai W. V. 

BOSSE. 

A steril specimen collected at Shichirui 

Bay， Shimane Pr巴fecture，on January 

28th， 1968， preserved in 10% seawater 

formalin for 41 days and partJy faded 

in color. 
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径0.7-12μで，分岐は対生と互生が不規則に入りまじり，若い部分は螺線状を

呈するものが多かった。色素体の pyrenoidを除いた部分は鮮緑色で，普通洋

第3号第16巻類藻134 
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Figs. 2 & 3. Cauler.仰 okamuraiW. v. BOSSE. 
From a mature specim開∞n関知don Feb. 'J:l， 1967. 2， An erect 
assimUa旬'rybr釦ch，s加wingthe por，凶 (d);the開問。，nthe op卯-
site surfaa are品開nby bro~叩ーlin隠. 3， The base of the frond， 
showing the rhizoids and the pores of which the undermost onl飽
(a) might have be回 formedby ¥X閣ibledamage. 

梨形または紡錘形で，長軸の一端もしくは両端に糸状突起を有するものが多く，

pyr回 oidは長径約1Q.0，u，短径約4.8，uでほぼ洋梨形であったが，直径 3.6-6.0，u

の円盤状の色素体も見られ，特に根茎部において顕著であり，仮根部の先端付

近にもわずかながらその存在が認められた。灘粉粒はどの部分にも殆ど見当ら

なかった。体表における papillat:や孔の形成も体内における遊走細胞の形成も

認められず，その他の点では8月25の観察結果と殆ど同様であった。 1月28日

の観察は上述の8月25日および12月8日の観察と殆ど同様の結果を与えたが，

色素体は殆ど洋梨形または円盤状を示し，紡錘形のものはわずかに見られ，糸

状突起は殆ど見当らなかった。しかし2月27日の観察では葉状部，根茎部，お

よび仮根部などの内容物は殆ど全部すでに体外に放出されていて，植物体は無
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色を呈し，直立葉状部の先端部には崩解が目立ち，体質は極度に柔軟となった

が，根茎部および仮根部の一部には未熟部分も見られた。 tra民culaeは以前の

観察'と同様の結果を示したが，体内には槌色して無色ないし白色となった色素

体および長径2.6-7.2p，短径1.3-3.9μ の漉粉粒が見られ，部分によってはそ

れらのおびただしい塊まりが見られ，仮根部の先端付近にも少量ながら認めら

れた。体内に遊走細胞は認められず，また体表における papillaeの形成も認め

られなかったが，本種植物体各部には直径60-167pの孔を認め，直立葉状部に

おいては長径lmm以上のものも見られ，また不定形のものも見られたことなど

から，これら大型の孔の形成は単に複数の小孔の融合のみによらずして，その

周辺部の崩壊にもよるものι思われ，仮根部の基部やその毛状部先端などに見
られるものにも，その部分の破損によると思われるものがあった。上述の孔は

その外部周辺にも槌色した色素体や搬粉粒が粘質物とともに少なからず付着し

ていることなどから，おそらく成熟にともない，内容物の体外放出のために形

成されたものと思われる (Fig.2，3)。本種植物体の内容放出の結果起るもの

と思われる水のにごりのは認められなかった。

Table 1 

T回.-dayavera殴sof water temperatures (OC) at Noi旬k阻 at3 m depth 
during one y関rfrom March 1967ωFebruary 1鮪8;).6)

よ点11随7Mar. Apr. May Jun. Jul. Aug. 

Fir冨tde<泡de 12.15 13.30 16.03 20.35 22.伺 27.42 

Middle dl民ade 12.50 13.印 17.10 20.55 23.70 27.65 

Last de<沼de 12.78 14.73 17.77 21.29 23.72 27.79 

A1vem1酔-奇館M、阻下th、、

四国 il l li1ZU' 1晶..3曲ー5 

Sep. 白t. Nov. Dec. Jan. 

F仕事tde<剖e 28.ω 22.00 20.17 17.75 12.67 

M組d1ed民ade 21.83 21.45 19.ω 15.17 12.69 

L制 decade 21.79 20.83 17.93 14.20 12.50 

事Temperatur国∞uldnot be拙 .endurng the 1鵠 td闘 deof 
February 1968 on aocount of damage of the町ui卵 lentby tidal w前回.

上述のごとく，七類湾の調査海域におけるフサイワヅタの成熟期は早くと
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も2月初旬に始まり，遅〈とも 2月下旬にはほぼ終了するものと思われ，本調

査海域から西方に1O.25km離れ，外洋に面した野井での水深3mにおける水温

条件 5)・のと関連させて考えれば，本種植物の成熟期は年聞の季節的海水温度の

最寒期に当り，水深3mにおける平均水温が少なくとも 11.600Cないし11.35

。Cである時期は，本種植物体の成熟に適するものと思われる。

Summary 

1n the pr，白entpaper are repo此:edthe results of my observations on 

Cauleゆ'aokamurai growing on the r∞ky bottom at a depth of about one 
foot under low-tide-level in Shichirui Bay， Shimane Pref，配ture(35030'21" J 
45 N. L.， 133014'11"， 00 E.L.) during the period ranging from late August 
1967 to late February 1968. The field researches were made by skin-diving 

during the summer and by survey from the land in other sea回ns.

The specimens collected on February 27白 werefound to have released 

almost entirely the cell contents already and no swarmers were問maining

in the body cavity. The rhizomes were observed to be partly light green， 
while other parts of the plant body were almost wholly faded in color. 

Small pores， 60μto 167μin diameter. were 01斑 rvedon the frond surface 
but no papillae. 

As a r，田ultof the present study it was revealed that the swarmer 

production of the alg~ began in early February at tl1e earliest and finished 

by the end of the same month at the Iatest.ー
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